
公表日：令和 8 年 3月 12 日

～ 令和7年9月27日

（対象者数） 33 （回答者数） 33

～ 令和7年9月17日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童が楽しみながら通っていただける事業所、成長を感じて

いただける事業所、安心して通っていただける事業所を常に

考えながら、決められたルールを遵守して取り組んでまいり

ます。

2
野菜に限らず、花を育てる活動もおこない、しおりを作った

り、色水を作って染め物をしたりする活動も取り入れてまい

ります。

3

NPO法人の影絵シアターの方にお越しいただき、影絵の面白

さを伝えていただく取組もおこなっておりましたので、今後

は手品師や音楽家等との交流を通じた人との関わりも取り入

れてまいります。

また、近隣のスーパーの見学や買い物体験等も検討してまい

ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

釘やネジなどは職員がその都度修繕しております。

また、毎年春と秋に職員作業として畑や周囲の雑草除去や

木々の剪定をおこなっておりますが、建物の所有者とも話し

合いながら、大規模な修繕についても検討してまいります。

2
カーブミラーが設置されたことで、以前より視界は改善して

おりますが、引き続き安全確認を十分におこない、慎重に対

応してまいります。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

COMPASSでは全国に事業を展開しており、系列事業所と

の連携があります。

各担当者が会議や勉強会をおこなっており、事例検討なども

含めて多様な視点からの意見を取り入れて、計画書や日々の

療育に取り入れております。

各担当毎に事業部内で担当グループが形成されており、担当グ

ループ主体での会議や勉強会が実施されています。

複数の地域に事業所があるので、不明な点などは指定権者に確認

をし、法令に沿った事業所運営をおこなっております。

○従業者評価実施期間 令和7年9月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年10月18日

○事業所名 　　　COMMPASS 発達支援センター 丸亀Link

○保護者評価実施期間 令和7年9月10日

○保護者評価有効回答数

施設内に畑があり、野菜等の農作物を育て、収穫して持ち帰

ることができる環境があります。

畑で作物を育てたり、収穫したりする活動を通して、命の大

切さや農家の方への感謝の気持ちを育むなど、情操教育につ

ながる環境を整えております。

利用児童が、自ら種や苗の植え付けをし、水やりや草抜きを当番

制でおこないながら世話をしております。

慣れてくると、自分からどの道具を使うのか、どのようにすれば

よいのかを理解し、積極的に動く児童が多く見られます。

市立図書館、警察署、消防署、博物館等の地域資源を有効活

用することを意識しておこなっております。

主に長期休業中や学校の研究会などで早く下校する日の取組とし

て、市立図書館に行って本を借りる体験をしたり、近くの公園に

行って花見やボール遊びをしたりしております。

また、警察署の方に来訪いただき交通安全教室を実施していただ

いたり、消防署を見学して消防士の体験や火災・救急についての

お話を伺ったりしております。

さらに、うちわミュージアムや瀬戸大橋記念館に行き、見学や体

験活動をおこなっております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

建物自体はログハウスで景観は良いのですが、老朽化により

柱にささくれが見られたり、床や壁の釘やネジが緩んだりす

るなど、その都度手入れが必要な箇所が出てきております。

また、田んぼに隣接しているため、ゴキブリやムカデ、ハチ

などの小動物の侵入も気になるところです。

建物の老朽化と小動物が多い環境であることが要因と思われま

す。

事業所は車の交通量が多い道路沿いに位置しているため、屋

外活動の際にボール運動がしにくい状況となっております。

また、前後の見通しが悪く、車の出入りがしにくい環境と

なっております。

信号が近くにあるため、一時的な渋滞が発生することがございま

す。

さらに、隣接するスーパーや飲食店の影響で、車の往来が非常に

激しくなっております。
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